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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 
平成20年度
第１四半期連結
累計(会計)期間

平成19年度

 

(自平成20年
４月１日

至平成20年
６月30日)

(自平成19年
４月１日

至平成20年
３月31日)

経常収益 百万円 4,223 18,251

経常利益(△は経常損失)百万円 △1,606 1,601

四半期純利益
(△は四半期純損失)

百万円 △1,106 ―

当期純利益 百万円 ― 352

純資産額 百万円 23,874 24,601

総資産額 百万円 561,518 564,782

１株当たり純資産額 円 441.80 455.58

１株当たり四半期純利益
金額(△は１株当たり四
半期純損失)

円 △20.78 ―

１株当たり当期
純利益金額

円 ― 6.62

潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額

円 ― ―

潜在株式調整後１株当た
り当期純利益金額

円 ― ―

自己資本比率 ％ 4.38 4.29

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円 6,799 6,440

投資活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △6,747 △7,484

財務活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △139 △282

現金及び現金同等物
の四半期末(期末)残高

百万円 10,303 10,389

従業員数 人 744 684

(注) １　当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２　１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５　経理の状況」中、「１　四半期連結財務諸表」の「１株当た

り情報」に記載しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、当第１四半期連結会計期間は純損失が

計上されているので、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当行グループ(当行及び当行の関係会社)が営む事業の内容に

ついては、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
744
[189]

(注) １　従業員数は、嘱託、契約社員及び臨時従業員214人を含んでおりません。

２　臨時従業員は、[　]内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外書きで記載しております。

 

(2) 当行の従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
713
[167]

(注) １　従業員数は、嘱託、契約社員及び臨時従業員192人を含んでおりません。

２　臨時従業員は、[　]内に当第１四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

「生産、受注及び販売の状況」は、銀行業における業務の特殊性のため、該当する情報がないので記

載しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項ありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当行グループ(当行

及び連結会社)が判断したものであります。

(1) 業績の状況

・業績

(経営成績)

①　経常収益

資金運用収益が貸出金利息収入を主因に31億65百万円となったことにより、経常収益は42億

23百万円を計上しました。

②　経常費用

営業経費の22億43百万円、預金利息支払いに加えて、建設会社等の業況悪化に伴う貸倒引当

金繰入により経常費用は58億30百万円となりました。

③　経常損失、四半期純損失

その結果、経常損失は16億６百万円となり、四半期純損失は11億６百万円となりました。

(財政状態)

①　預金

預金は、個人預金は前連結会計年度末比順調に増加したものの、法人等預金が同比減少した

ことで、同比26億円減の5,293億円となりました。

②　貸出金

貸出金は、住宅ローンは前連結会計年度末比増加したものの、第１四半期連結会計期間の季

節要因等により事業性貸出金が減少したことで、同比65億円減の3,829億円となりました。

③　有価証券

有価証券は、債券の積極的運用により、前連結会計年度末比88億円増の1,076億円となりまし

た。

 

・事業の種類別セグメントの状況

①　銀行業

経常収益は、外部顧客に対する資金運用収益を主因に36億87百万円を計上し、経常損失は16

億35百万円となりました。

②　リース・保証等事業

経常収益は、外部顧客に対する賃貸料収入を主因に６億26百万円を計上し、経常利益は25百

万円となりました。

③　その他の事業

経常収益は、セグメント間の内部経常収益を主因に46百万円を計上し、経常利益は２百万円

となりました。
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国内・国際業務部門別収支

当第１四半期連結会計期間業務収支は全体で29億90百万円となりました。その内訳は資金運用

収支が27億30百万円、役務取引等収支が１億66百万円、その他業務収支が93百万円となっており

ます。

このうち主となる資金運用収支では、貸出金利息を中心とする資金運用収益は31億65百万円

(うち国内業務部門30億86百万円)、預金利息を中心とする資金調達費用は４億35百万円(うち国

内業務部門４億35百万円)となっております。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)

資金運用収支

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

2,651 78 ― 2,730

　うち資金運用収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

3,086 92 △13 3,165

　うち資金調達費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

435 13 △13 435

役務取引等収支

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

165 0 ― 166

　うち役務取引等
　収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

443 1 ― 444

　うち役務取引等
　費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

277 0 ― 278

その他業務収支

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

88 4 ― 93

　うちその他業務
　収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

588 4 ― 593

　うちその他業務
　費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

499 ― ― 499

(注) １　当行グループの営業拠点は全て国内のみであります。従って当行の海外店及び海外に本店を有する子会

社はありません。

２　国内業務部門とは当行及び子会社の円建取引であります。

３　国際業務部門とは当行の外貨建取引であります。

４　相殺消去額は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。
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国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第１四半期連結会計期間の役務取引等収益は国内業務部門の預金・貸出業務、為替業務を中

心に４億44百万円となりました。

一方役務取引等費用は保証業務を中心に２億78百万円となりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)

役務取引等収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

443 1 ― 444

　うち預金・貸出
　業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

230 0 ― 230

　うち為替業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

166 1 ― 167

　うち証券関連業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

7 ― ― 7

　うち代理業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

6 ― ― 6

　うち保護預り・
　貸金庫業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

0 ― ― 0

　うち保証業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

32 ― ― 32

役務取引等費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

277 0 ― 278

　うち為替業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

35 0 ― 36

　うち保証業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

206 ― ― 206

(注) １　当行グループの営業拠点は全て国内のみであります。従って当行の海外店及び海外に本店を有する子会

社はありません。

２　国内業務部門とは当行の国内部門及び子会社であります。

３　国際業務部門とは当行の国際部門であります。
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国内・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

529,319 70 ― 529,389

　うち流動性預金

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

214,775― ― 214,775

　うち定期性預金

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

307,260― ― 307,260

　うちその他

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

7,282 70 ― 7,353

譲渡性預金

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

総合計

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

529,319 70 ― 529,389

(注) １　当行グループの営業拠点は全て国内のみであります。従って当行の海外店及び海外に本店を有する子会

社はありません。

２　国内業務部門とは当行の国内部門及び子会社であります。

３　国際業務部門とは当行の国際部門であります。

４　流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

５　定期性預金＝定期預金＋定期積金
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国内・国際業務部門別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(残高・構成比)

 

業種別

平成20年６月30日

貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

382,940 100.00

　製造業 19,926 5.20

　農業 2,292 0.60

　林業 372 0.10

　漁業 1,279 0.33

　鉱業 333 0.09

　建設業 19,488 5.09

　電気・ガス・熱供給・水道業 1,327 0.35

　情報通信業 1,608 0.42

　運輸業 6,011 1.57

　卸売・小売業 36,675 9.58

　金融・保険業 20,245 5.29

　不動産業 44,906 11.73

　各種サービス業 80,765 21.09

　地方公共団体 34,140 8.92

　その他 113,564 29.64

国際業務部門及び特別国際金融取引
勘定分

― ―

　政府等 ― ―

　金融機関 ― ―

　その他 ― ―

合計 382,940―

(注) １　当行グループの営業拠点は全て国内のみであります。従って当行の海外店及び海外に本店を有する子会

社はありません。

２　国内業務部門とは当行の国内部門及び子会社であります。

３　国際業務部門とは当行の国際部門であります。
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(2) キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物の四半期末残高は、四半期中86百万円減少し、103億３百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金が減少したものの、貸出金の減少とコールローンの

取崩しにより、67億99百万円の収入超となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の償還による収入を有価証券の取得による支出

が上回ったため67億47百万円の支払超となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは配当金支払を主因に１億39百万円の支払超となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、大口取引先の業況悪化により貸倒引当金繰入が発生し、11

億６百万円の四半期純損失を計上しております。その背景には地域経済の低迷があり、一部には業

況が苦しい業種もみられることから、地域金融機関として当該取引先等への与信判断をどうするか

という課題があります。

このため、事業再生の主管部である企業支援部と各営業店による協議をさらに徹底し、支援先企

業に対する支援方針を明確にした上で、本部・営業店が一体となった事業再生・経営改善支援の取

り組みを強化してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 【主要な設備の状況】

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 【設備の新設、除却等の計画】

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 53,424,449同左 福岡証券取引所 ―

計 53,424,449同左 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項ありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項ありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 53,424 ― 5,752,897 ― 4,344,755

 

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握して

おりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 174,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

52,500,000
52,500 ―

単元未満株式 普通株式 750,449 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 53,424,449― ―

総株主の議決権 ― 52,500 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式474株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が１千株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権が１個が含まれておりま

す。

 

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社宮崎太陽銀行

宮崎市広島２丁目１番31
号

174,000 ― 174,000 0.33

計 ― 174,000 ― 174,000 0.33

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 430 434 430

最低(円) 421 420 420

(注)　最高・最低株価は福岡証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しておりますが、

資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に

準拠しております。

 

２　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)は、四半期連結財務諸表の

作成初年度であるため、前第１四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

 

３　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)の四半期連結財務諸表は

金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受

けております。

なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本

監査法人から名称変更しております。
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1【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
（平成20年6月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年3月31日）

資産の部

現金預け金 10,880 10,723

コールローン 35,300 39,300

買入金銭債権 1,171 1,324

商品有価証券 3 3

有価証券 107,614 98,897

貸出金 ※1
 382,940

※1
 389,462

外国為替 0 －

その他資産 7,288 8,411

有形固定資産 ※2
 15,065

※2
 15,166

無形固定資産 492 282

繰延税金資産 6,138 5,864

支払承諾見返 1,648 1,648

貸倒引当金 △7,024 △6,303

資産合計 561,518 564,782

負債の部

預金 529,389 531,990

借用金 405 470

外国為替 － 7

その他負債 2,763 2,573

役員賞与引当金 － 13

退職給付引当金 1,664 1,643

役員退職慰労引当金 238 299

睡眠預金払戻損失引当金 105 105

偶発損失引当金 4 4

再評価に係る繰延税金負債 1,423 1,423

支払承諾 1,648 1,648

負債合計 537,644 540,180

純資産の部

株主資本

資本金 5,752 5,752

資本剰余金 4,344 4,344

利益剰余金 13,057 14,297

自己株式 △86 △80

株主資本合計 23,069 24,314

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,063 △1,565

繰延ヘッジ損益 △6 △10

土地再評価差額金 1,519 1,519

評価・換算差額等合計 448 △56

少数株主持分 356 343

純資産合計 23,874 24,601

負債純資産合計 561,518 564,782
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　（第1四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
（自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日）

経常収益 4,223

資金運用収益 3,165

（うち貸出金利息） 2,650

（うち有価証券利息配当金） 468

役務取引等収益 444

その他業務収益 593

その他経常収益 19

経常費用 5,830

資金調達費用 435

（うち預金利息） 429

役務取引等費用 278

その他業務費用 499

営業経費 2,243

その他経常費用 ※1
 2,372

経常損失（△） △1,606

特別利益 0

特別損失 0

税金等調整前四半期純損失（△） △1,607

法人税、住民税及び事業税 △514

少数株主利益 13

四半期純損失（△） △1,106
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
（自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,607

減価償却費 539

のれん償却額 0

貸倒引当金の増減（△） 721

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61

資金運用収益 △3,165

資金調達費用 435

有価証券関係損益（△） 71

為替差損益（△は益） △4

固定資産処分損益（△は益） 0

貸出金の純増（△）減 6,522

預金の純増減（△） △3,021

借用金の純増減（△） △65

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △239

コールローン等の純増（△）減 4,153

外国為替（資産）の純増（△）減 0

外国為替（負債）の純増減（△） △7

資金運用による収入 2,990

資金調達による支出 △229

その他 △212

小計 6,826

法人税等の支払額 △26

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,799

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △18,441

有価証券の売却による収入 1,670

有価証券の償還による収入 10,143

有形固定資産の取得による支出 △46

無形固定資産の取得による支出 △73

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,747

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △132

少数株主への配当金の支払額 △1

自己株式の取得による支出 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △139

現金及び現金同等物に係る換算差額 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86

現金及び現金同等物の期首残高 10,389

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,303
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項ありません。
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簡便な会計処理

 

 
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１　減価償却費の算定方法 定率法を採用している有形固定資産について

は、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方

法により算定しております。

２　貸倒引当金の計上方法 「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び

「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につき

ましては、前連結会計年度の予想損失率を見直し

た後の予想損失率を適用して計上しております。

３　繰延税金資産の回収可能性の判断 繰延税金資産の回収可能性の判断につきまして

は、当第１四半期連結会計期間において、業績の著

しい変化が生じたため、前連結会計年度末の検討

において使用した将来の業績予測に当該著しい変

化による影響を加味したものを使用して判定して

おります。

 

四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理

 

 
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１　税金費用の処理 当行及び一部の連結子会社の税金費用は、四半

期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じることにより算定しております。
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注記事項

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

破綻先債権額 1,736百万円

延滞債権額 9,912百万円

３ヵ月以上延滞債権額 ―百万円

貸出条件緩和債権額 4,957百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

破綻先債権額 1,097百万円

延滞債権額 9,071百万円

３ヵ月以上延滞債権額 7百万円

貸出条件緩和債権額 4,945百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額

6,472百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

6,372百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※１　その他経常費用には、貸倒引当金繰入額2,206百万

円及び株式等償却139百万円を含んでおります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(単位：百万円)

平成20年６月30日現在

現金預け金勘定 10,880

預け金(日銀預け金を除く) △577

現金及び現金同等物 10,303
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(株主資本等関係)

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
(単位：千
株)

 当第１四半期連結会計期間末株式数

発行済株式  

　普通株式 53,424

合計 53,424

自己株式  

　普通株式 192

合計 192

 

２　配当に関する事項
 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
金額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27
日
定時株主総会

普通株式 133 2.50平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金

 

基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
 

　　該当事項ありません。
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【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

 
銀行業
(百万円)

リース・
保証等事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

経常収益       

　(1) 外部顧客に対する
　　　経常収益

3,662 557 3 4,223 ― 4,223

　(2) セグメント間の内部
　　　経常収益

25 68 43 137 (137) ―

計 3,687 626 46 4,360 (137) 4,223

　　経常利益
　　(△は経常損失)

△1,635 25 2 1,607 (△0) △1,606

(注) １　連結会社について、事業活動の関連性等を考慮して区分の上、一般企業の売上高及び営業利益に代えて、

それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。

２　事業の区分

(1)銀行業 ………………………銀行業務

(2)リース・保証等事業 ………リース業務・信用保証業務等

(3)その他の事業 ………………銀行事務代行業務・ベンチャーキャピタル業務

 

【所在地別セグメント情報】

在外子会社及び在外支店がありませんので、所在地別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 

【国際業務経常収益】

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。
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(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末

※１　企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動

が認められるものは、次のとおりであります。

※２　四半期連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」中の商品地方債が含まれてお

ります。

 

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成20年６月30日現在)

 

 
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

国債 ― ― ―

地方債 ― ― ―

短期社債 ― ― ―

社債 3,490 3,494 4

その他 8,300 7,324 △975

合計 11,790 10,818 △971

(注)　時価は、当第１四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づいております。

 

２　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年６月30日現在)

 

 取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円)

株式 14,277 13,703 △574

債券 65,514 64,838 △675

　国債 43,147 42,388 △758

　地方債 3,808 3,878 69

　短期社債 ― ― ―

　社債 18,558 18,571 13

その他 16,588 15,859 △728

合計 96,380 94,402 △1,978

(注)　四半期連結貸借対照表計上額は、株式及び受益証券については当第１四半期連結会計期間末前１ヵ月の市

場価格等の平均に基づく時価、債券については当第１四半期連結会計期間末の市場価格等に基づく時価によ

り、それぞれ計上したものであります。

 

(金銭の信託関係)

当第１四半期連結会計期間末

該当事項ありません。
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(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末

該当事項ありません。

 

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項ありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

  
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 円 441.80 455.58

 

２　１株当たり四半期純利益金額等

 

  
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金
額(△は１株当たり四半期
純損失)

円 △20.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 ―

(注) １　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

  
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額  

　四半期純利益
　(△は四半期純損失)

百万円 △1,106

　普通株主に帰属しない
　金額

百万円 ―

　普通株式に係る四半期
　純利益(△は普通株式
　に係る四半期純損失)

百万円 △1,106

　普通株式の四半
　期中平均株式数

千株 53,237

２　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第１四半期連結会計期間は純損失が

計上されているので、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項ありません。
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(リース取引関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著し

い変動が認められないため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成20年８月12日

株式会社宮崎太陽銀行

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　佐　　藤　　元　　治　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　内　　納　　憲　　治　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社宮崎太陽銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連

結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宮崎太陽銀行及び連結子

会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営

成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
※１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書

提出会社が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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